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1． 緒言 

新聞には大きく取り上げられる記事が必ず

ある.例えばメジャースポーツのサッカーや

野球などは取り上げられやすい.しかし,陸上

競技は五輪のメーン競技にも関わらず,五輪

本番以外ではそれほど大きく取り上げられて

いないのが現状である.最近ではＫ選手が

2013 年の広島・織田記念大会男子 100ｍで日

本歴代 2 位の 10 秒 01 をマークした影響もあ

り,陸上競技が新聞紙面を飾ることが増えた.

そこで,新聞報道には五輪競技であるだけで

はなく,その時期に注目されている選手の存

在が大きく関わっているのではないかと考え

た.その一つの例として,陸上選手のＫ選手を

取り上げた. 

 

2．研究方法 

1)調査対象者 

・スポーツ紙のアマチュアスポーツ担当記者 

・Ｋ選手の地元新聞社の陸上担当記者 

・通信社の陸上担当記者 

2)調査方法 

・インタビュー調査(9～11 月に終了) 

・紙面調査 

Ｋ選手が新聞に取り上げられる以前の陸上

に関する紙面と,Ｋ選手が10秒01を出した織

田記念大会(2013 年)の紙面,Ｋ選手が注目さ

れて 1 年後の大会の紙面を比較する.北京五

輪(2008 年)の陸上紙面や歴代の日本記録誕

生時の紙面なども調査した. 

 

3.結果と考察 

  インタビュー調査を 3 人の記者に行い,そ

のインタビューを比較考察した結果,当時 17

歳の高校生が10秒01で走り,日本人初となる

9 秒台に迫っているという状態が多くの人の

興味を引き付けたことがわかった.さらに

2020 年東京五輪が決定したことにより,今の

段階では 1 番の有力候補であるＫ選手を報道

陣は東京五輪まで報道し続けることができる

と考え,準備していることがわかった.このよ

うなことからＫ選手には注目されるような土

壌や条件がそろっているといえる. 

紙面調査ではＫ選手の影響によって同選手

以外の陸上競技の取り扱われ方が大きくなる

といった変化はなかった.あくまでＫ選手は

例外的な注目選手という位置付けだというこ

とがわかった. 

 

4.まとめ 

本研究では,陸上競技が五輪以外では新聞

紙面を飾ることが少なく,それでも取り上げ

られ続けるＫ選手には一体どのような要素や

背景があるのか明らかにした.今後の展望と

して,陸上競技以外でもこのような現象が起

こっているのかを調べ,報道の在り方につい

て考えるきっかけにしたい. 
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